
MEMO

・バス事業は約40億人を輸送する公共交通機関としての社会的な役割を

担っており、利用者のニーズに応じた形態で運行されています。

ノンステップバスの導入が進んでいることから、高齢者などにも多く利用

されていることを認識しましょう。
MEMO

・バス運転者は、公共交通輸送の一翼を担う重要な役割を果たしていると

共に、バリアフリーな交通機関として高齢者や障害者等の移動制約者の

外出機会を支えているなど、社会的使命を担っています。
MEMO

・バスは大きな車体を持ち、乗車定員も多いことから事故を起こした場合

対人では死亡事故が多く、他車との事故ではその被害は大きくなります。

バスが引き起こす事故の特徴についてデータや事故事例を確認し、事故の

重大性と社会に与える影響を認識しましょう。

・乗り合いバスの事故は、車内事故が多くその過半数が高齢者となって

います。急発進や急停止などの運転で、事故を招いています。

・貸し切りバスの事故は、追突事故が多くなっています。乗客の安全性が

失われるだけでなく、社会にも大きな影響を及ぼすことを認識しましょう。
MEMO

P1

１、事業用自動車の安全な運転に関する基本的事項

バス事業の社会的役割

バスを運転する心構え

貸し切りバスの初任運転者講習

・公共交通事業であるバス事業は、乗客を安全・確実に輸送することが

の意識を持たせ、乗客の安全を最優先させることが重要です。

使命であると共に、対人のサービス業でもあります。プロの運転者として

バス事故の社会的影響

バス運転者の使命



・バス運転者の社会的使命、また事故を起こした場合の影響などを認識し

安全運行を心掛けることは、模範となる運転者の使命です。

・バス運転者はプロの運転者であるからこそ模範となる運転者として、他の

運転者の手本となるべき安全でマナーの良い運転を心掛けることが必要。
MEMO

・バスの運行を行うには遵守すべき法令があります。運転者にとっても遵守

すべき事項が規定されていますので、法令について理解すると共に遵守すべ

き事項を認識しましょう。

・旅客自動車運送事業に係る法令としては「道路運送法」などの法令があり

ますが、これらの法令の概要、運転者遵守すべきポイントを確認します。

①法令としては「道路運送法」「旅客自動車運送事業運輸規則」などが

あります。

②運転者は、日常点検の実施・確認、運行前後の点呼を受けることなどが

規定され、これを遵守することが必要です。
MEMO

・自動車の運転に係る法令としては「道路交通法」などの法令がありますが

これらの法令の概要や運転者が遵守すべきポイントに関する運転者の理解度

を確認しましょう。その際、なぜそのルールを守る必要があるのかも確認

します。
MEMO

・交通事故、違反を引き起こすと、刑事処分・行政処分が科せられます。

処分の内容、科せられる刑罰などを確認し、事故を起こすリスクを認識し

ましょう。
MEMO

P2

自動車の運転に係る法令

義務を果たさない場合の影響の把握

安全運行の心構え

バス運行に係る法令



・交通事故、違反に対しては法律に基づき罰則が科せられます。人身事故

などを引き起こした場合などは、懲役を科せられます。
MEMO

・事故、違反については違反点数が加えられるなどの行政処分を受けます。
MEMO

・「道路運送車両法」によって、運転者は１日１回、運行の開始前の日常

点検の実施が義務づけられています。

日常点検で回避できる、点検整備を怠った場合のリスクについて理解する。
MEMO

・重大事故を引き起こした場合には運転者、会社への刑事処分・行政処分等

の罰則は特に厳しいものとなります。重大事故をおこし監査を受けた事業者

では常態的な法令違反がある場合が多く、日常の法令遵守と安全運行が大切

です。また、被害者の命を一瞬にして奪う重大事故は、被害者のみならず、

被害者遺族の家族など多くの人の人生に影響を与えることを自身の身に置き

換えて認識しましょう。
MEMO

・運転者がスピード違反や過労運転、放置駐車の繰り返しなどをすると、運

転者だけでなく会社も一定期間自動車や営業所の使用禁止などの処分を受け

ることとなります。
MEMO

P3

車両管理に係る規定

運転者に対する刑事処分

運転者に対する行政処分

重大事故を引き起こした場合の罰則及び加害者・被害者の心理

会社に対する処分



・バスの重量、車高、車⾧、車幅などの特徴から死角やスピードに影響があ

ることを認識し、特性に合わせた運転をすることが必要である事を認識しま

しょう。

・車高が高いという特徴は、車高感覚、前方距離感覚に注意した運転が必要

となります。

・車⾧が⾧いことから、内輪差が大きくオーバーハング部がはみ出すなどの

特徴があり運転には注意が必要です。

・車幅が広いことから、接触やはみ出しの危険があります。

・死角が大きいことから、直前、側方、後方など見えない部分に配慮した運

転が必要です。

・車両が大きく重量のあるバスは、スピードに大きな影響を及ぼします。法

定速度を遵守したゆとりある運転が必要です。
MEMO

・バス車両は、その用途や使用地域などに合わせて、車両の大きさ、構造な

どが多様化しています。多様化するバス車両の特性に合わせた運転が必要で

ある事を認識しましょう。
MEMO

・タイヤの空気圧は高すぎても低すぎても危険です。空気圧が不足している

場合に起こる現象にはどんなものがあるか学習しましょう。
MEMO

・日常点検表に習いしっかりと点検しましょう。
MEMO

P4

日常点検の重要性

多様化する車両に合わせた運転

2、事業用自動車の構造上の特性と日常点検の方法

バスの構造上の特性



・「急」の付く運転は、乗客に負荷がかかり転倒などを招きます。路線バス
など立っている乗客があるバスでは、車内事故が多く起こっています。

ゆとりある運転を心掛けましょう。
MEMO

・カーブや追い越しでの急ハンドルは、遠心力が強くなり乗客の転倒を招き

事故の危険性も高くなります。カーブでの追い越しはせず、ゆとりあるハン

ドル操作を心掛けましょう。
MEMO

・法定速度を遵守する事はもちろん、気象状況や道路状況に応じた速度での

走行が必要です。車間距離を十分にとり、安全運転を心掛けましょう。
MEMO

・発車前には乗客が着席していることを確認するとともに、走行時には立ち

上がったり、席を移動しないように呼びかけることも必要です。
MEMO

・シートベルトの着用が義務化されています。一般道、高速道路に関わらず

必ず着用させるとともに、シートベルトを着用しなかった場合の事故の危険

性も理解しましょう。
MEMO

・バス走行中に乗客に話しかけられたり運転に集中出来ない状況も生じる場

合いもあります。乗客の安全を確保するために運転に集中しましょう。
MEMO

P5

3、運行の安全及び旅客の安全を確保するために留意すべき事項

乗客の安全確保

「急」の付く運転はしない



・事故を起こさない運転をする為には、「危険の予測」即ち見えない危険を

読む力をつける、気象状況や周囲の状況に目を配る事が必要です。
MEMO

・道路には歩行者（乗降前後の乗客を含む）、自転車、二輪車、原付、他の

車両などが行き交っていますが、それぞれの行動特性を理解することで走行

時に配慮が出来、事故を回避出来る運転をしましょう。
MEMO

・悪天候時や夜間は事故発生のリスクが高まります。どのようなリスクがあ

るのかを理解・確認し、危険への配慮と共に慎重な運転をすることで事故を

回避しましょう。加えて、緊急時における適切なハンドル・ブレーキ操作の

重要性についても理解しましょう。

特に貸し切りバスの運転者は実際に運転して緊急時も適切にブレーキ操作が

出来るように練習することも必要です。
MEMO

・「危険予知訓練」は、実際にどのような危険があるか、乗客の安全をどの

ように確保すればよいか、どのような運転をすれば良いのかを考える訓練で

す。

ヒヤリ・ハットの事例やＫＹシートを使用し学習しましょう。
MEMO

・交通事故、故障、自然災害などが発生した場合の行動をしっかり覚え実践

出来るように備えましょう。
MEMO

P6

4、危険の予測及び回避

危険予測運転の必要性

危険予測のポイント

悪天候・夜間の危険への配慮

危険予知訓練

緊急時における適切な対応



・運転支援装置に関する知識や理解が不十分である事や、性能を過大評価す

る事が事故の要因となり得ます。車両メーカー毎に性能の違いがあり、一般

的な認識と正確な性能や作動条件には違いがあることを認識しましょう。
MEMO

・ブレーキの制御を行い衝突時の被害軽減や車速の維持を行う運転支援装置

は特に運転者が性能を過信しがちです。装置の性能や限界等の注意事項とと

もに、運転に集中することの重要性を理解しましょう。

※衝突被害軽減ブレーキ（前方障害物衝突被害軽減制動制御ブレーキ）

→レーダー等により先行車との距離を常に検出し危険な状況にあるかどうか

を監視します。追突の危険性が高まったら、まずは音などにより警報しドラ

イバーにブレーキ操作を促します。

それでもブレーキ操作をせず追突する、若しくは追突の可能性が高いと車両

が判断した場合、システムにより自動的にブレーキをかけ衝突時の速度を低

く抑えるようにします。

※アダプティブ・クルーズ・コントロール/ＡＣＣ（低速走行・車間距離制御装置）

→レーダー等で前方を監視し運転者がセットした車速を維持するとともに、

自車両よりも遅い先行車がいる場合には先行車との車間距離を適正に維持し

て追従走行します。
MEMO

P7

運転支援装置の性能及び留意点

5、安全性の向上を図るための装置を備える事業用自動車の運転方法

運転支援装置に係る事故の事例



・運転者のハンドル操作や車両の挙動から運転者に対して適切な操作を行う

ように警告を発したり操作力を支援する装置は、ドライバー自身の操作を前

提とした装置であることを理解しましょう。

※ふらつき注意喚起装置

→運転者の低覚醒状態などに起因する挙動を察知し、運転者に注意を喚起す

る装置です。

※車線逸脱警報装置

→走行車線を認識し車線から逸脱した場合、あるいは逸脱しそうになった場

合には運転者が車線中央に戻す操作をするよう警報が作動します。

※車線維持支援制御装置

→カメラで前方の車線を認識し、高速道路の直線路で車線を維持して走行す

るのに必要なハンドル操作を適切に支援します。
MEMO

・通常の運転時には作動せず、横転や横滑りの危険に直面した際に運転者へ

の警告とエンジン出力や制動力により、危険を軽減する装置です。

※車両安定制御装置

→急なハンドル操作や積雪がある路面の走行などを原因とした横転や横滑り

の危険を警告音などにより運転者に知らせるとともに、エンジン出力やブレ

ーキ力を抑制し横転や横滑りの危険を軽減させるものです。
MEMO

P8

ハンドル操作の警告や支援を行う装置

車両姿勢維持を支援する装置



・デジタル式運行記録計
MEMO

・ドライブレコーダー
MEMO

・エコドライブ管理システム（EMS)
MEMO

・GPS、カーナビゲーションシステム
MEMO

・車載式故障診断システム（OBD)
MEMO

・イベントデータレコーダー（EDR)
MEMO

・各種機能の同時搭載
MEMO

・場面に合わせたデータ活用について

1：安全運転を管理する基本情報の取得  2：データ解析に基づく指導、監督 

3：リアルタイム情報を活用した動態管理
MEMO

P9

6，ドライブレコーダーの記録を利用した運転特性の把握と是正

運行管理支援機器



・加速装置、制動装置及びかじ取り装置の急な操作の有無
MEMO

・車間距離の保持状況
MEMO

・その他法令の遵守状況
MEMO

・運転者の運転特性に応じた指導
MEMO

・適正診断、添乗指導内容及びドライブレコーダーの記録などにより自身の

運転行動の特性を自覚しましょう。（項目７、実施時のデータ活用）
MEMO

・自身以外のドライブレコーダーの記録やヒヤリハット体験を活用、共有し

安全運転に役立てましょう。
MEMO

P10

ドライブレコーダーの記録を利用した運転者の運転特性に応じた安全運転

運転者の運転適性に応じた安全運転



・実際に運行する可能性のある経路（高速道路、坂道、隘路、市街地等）

において交通、旅客の状況及び時間帯を踏まえ実際に運転する事業用自動車

と同一の車種区分の自動車を運転し同乗指導者による指導を受けましょう。
MEMO

P11

7、安全運転の実技

実際に運行する可能性のある事業用自動車での実車訓練



・その他、事業用自動車を使用した研修を運転者のスキル、特性に合わせて

行いスキルの向上と更なる安全運転を目指します。
MEMO

P12

運転者のスキル、特性に合わせた実車研修


